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従
来
と
は
ひ
と
味
違
う
大

学
入
試
が
広
が
り
始
め
た
。

学
外
の
施
設
に
連
れ
て
行

き
、
そ
の
場
で
課
題
を
与
え

て
解
決
力
を
み
た
り
、
図
書

館
で
調
べ
な
が
ら
1
日
が
か

り
で
論
文
を
書
か
せ
た
り
。

少
子
化
の
な
か
、
多
様
で
主

体
性
を
持
っ
た
学
生
を
確
保

す
る
た
め
だ
。
国
も
こ
う
し

た
流
れ
を
後
押
し
す
る
が
、

面
接
官
の
育
成
や
評
価
の
あ

り
方
な
ど
は
手
探
り
だ
。
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昨
年
10
月
、
中
京
大

(名

古
屋
市
昭
和
区
)
を
受
験
す

る
高
校
生
13
人
が
大
学
か
ら

バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
。
行
き

先
は
明
か
さ
れ
な
い
。道
中
、

試
験
官
は

「今
か
ら
行
く
場

所
に
展
示
物
を
ー
つ
足
す
と

し
た
ら
何
が
い
い
か
、
考
え

て
く
だ
さ
い
」
と
課
題
を
示

し
た
。

　
約
1
時
間
で
到
着
し
た
の

図
　 口 口
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口

は
環
境
に
優
し
い
最
先
端
設

備
を
展
示
し
た
愛
知
県
豊
周

市
の
体
験
型
施
設
だ
。　
「廃

材
で
子
供
た
ち
が
遊
べ
る
遊

具
」　
「大
き
な
木
の
形
を
し

た
太
陽
光
発
電
装
置
」
。
高

校
生
か
ら
は
様
々
な
提
案
が

な
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
た
。

　
国
際
英
語
学
部
国
際
学
専

攻
で
初
め
て
実
施
し
た

「ア

ク
テ
ィ
ブ
型
入
試
」
の
ひ
と

こ
ま
だ
。
筆
記
主
体
の
通
常

の
入
試
と
は
別
枠
で
行
動
力

や
主
体
性
を
評
価
す
る
た
め

に
設
け
、
複
数
の
高
校
生
が

合
格
し
た
。
広
報
部
の
鳴
川

義
雄
副
部
長
は

「留
学
を
嫌

う
な
ど
学
生
の
内
向
き
志
向

が
強
ま
り
、
活
動
的
な
学
生

が
ほ
し
か
っ
た
」
と
話
す
。

　
お
茶
の
水
女
子
大

(東
京

・
文
京
)
が
昨
春
の
入
学
生

の
試
験
で
取
り
入
れ
た
の

が
、
数
日
か
け
て
選
抜
す
る

「新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
」
だ
。

多様な学生の確保狙 う
1
次
選
考
で
は
講
義
を
受
け

さ
せ
リ
ポ
ー
ト
で
評
価
。
2

次
は
文
系
な
ら
図
轡
館
に
1

日
こ
も
っ
て
文
献
や
資
料
を

使
っ
て
論
文
を
轡
き
、
理
系

な
ら
実
験
室
で
デ
ー
タ
分
析

や
実
験
を
し
た
。

　
い
ず
れ
も
探
求
力
が
試
さ

れ
た
。
文
教
育
学
部
、
理
学

部
、
生
活
科
学
部
で
計
20
人

の
募
集
に
、
1
9
2
人
が
受

験
し
た
。
担
当
者
は

「手
間

は
か
か
る
が
、
ペ
ー
パ
ー
テ

ス
ト
で
測
れ
な
い
潜
在
能
力

を
見
極
め
た
い
」
と
話
す
。

　
合
格
か
ら
入
学
ま
で
の
期

間
に
留
学
や
社
会
体
験
活

動
、
大
学
の
卒
業
生
も
選
考

に
参
加
ー

。
他
の
大
学
で

も
こ
ん
な
試
み
が
広
が
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
の
背
景
に

は
、
国
の
方
針
が
あ
る
。
文

部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会

は
2
0
1
4
年
の
答
申
で
、

人
ロ
減
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

見
据
え
、
大
学
入
試
に
は
従

来
の
学
力
試
験
で
測
れ
な
い

「主
体
性
」
な
ど
も
評
価
に

加
え
、
多
面
的
に
評
価
す
る

よ
う
促
し
て
い
る
。

　
た
だ
大
学
に
と
っ
て
は
評

価
の
あ
り
方
や
態
勢
が
課
題

だ
。
昨
年
8
月
、
大
阪
大
(大

阪
府
吹
田
市
)
で
開
か
れ
た

面
接
官
養
成
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
定
員
40
人
が
全
国
の
大

学
関
係
者
で
す
ぐ
埋
ま
っ

た
。
多
様
な
学
生
の
選
考
に

向
け
、
面
接
官
育
成
へ
の
関

心
は
高
い
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
を
務
め

た
名
古
屋
工
業
大
の
林
篤
裕

教
授
(高
等
教
育
論
)
は
「面

接
な
ど
は
筆
記
試
験
よ
り
大

学
の
負
担
は
大
き
く
、
定
義

が
曖
昧
な
主
体
性
を
評
価
を

す
る
の
は
難
し
い
」
と
指
摘
。

「大
学
は
苦
慮
し
て
お
り
、ど

こ
ま
で
多
面
的
な
評
価
を
実

現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、議
論
が
必
要
」と
話
す
。
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元
日
馬
富
士
が
罰
金
納
付

　
大
相
撲
の
元
横
綱
、
日
馬
冨

士
の
暴
行
事
件
で
、
傷
醤
罪
で

略
式
起
訴
さ
れ
、
鳥
取
簡
裁
か

ら
略
式
命
令
を
受
け
た
元
横
綱

が
罰
金
50
万
円
を
納
付
し
た
こ

と
が
22
日
、
捜
査
関
係
者
へ
の

取
材
で
分
か
っ
た
。
納
付
は
15

日
付
、

金
属
粒
子
を
吸
引
し
着
火
か

　
昨
年
11
月
の
浜
岡
原
発
発
煙

　
中
部
電
力
は
22
日
、
咋
年
11

月
に
浜
岡
原
発
5
号
機

(静
岡

県
御
前
崎
市
)
で
起
き
た
発
煙
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に
つ
い
て
、
集
じ
ん
機
が
吸
い

込
ん
だ

「
ス
パ
ッ
タ
」
と
呼
ぼ

れ
る
高
混
の
金
属
粒
子
が
フ
ィ

ル
タ
ー
に
付
着
し
て
発
火
し
た

た
め
と
み
ら
れ
る
と
発
表
し

た
。
当
時
、
近
く
で
金
属
の
切

断
作
業
を
し
て
い
た
。

車
内
放
置
死
で
書
類
送
検

 

障
蜜
暑
施
設
運
転
手
ら

業

過
致

死
疑

い

 

　
埼
玉
県
上
尾
市
の
障
書
者

支
援
施
設

「
コ
ス
モ
ス
・
ア

ー
ス
」　
(生
活
介
護
と
さ
き

に
改
称
)
で
昨
年
7
月
、
男

性
利
用
者

(19
)
が
送
迎
用

ワ
ゴ
ン
車
内
に
放
置
さ
れ
熱

中
症
で
死
亡
し
た
事
故
で
、

県
警
は
22
日
、
男
性
運
転
手

(74
)
11
さ
い
た
ま
市
北
区

ほ
と
、
担
当
だ
っ
た
男
性
職

員

(37
)
11
同
県
白
岡
市
、

元
職
員
の
女
性

(26
)
11
上

尾
市
11
を
業
務
上
過
失
致
死

容
疑
で
書
類
送
検
し
た
。

　
書
類
送
検
容
疑
は
昨
年
7

月
13
日
午
前
9
時
15
分
～
午

後
3
時
20
分
ご
ろ
、
男
性
を

送
迎
車
内
に
放
置
し
、
熱
中

症
で
死
亡
さ
せ
た
疑
い
。

　
県
警
に
よ
る
と
、
3
人
は

い
ず
れ
も
容
疑
を
認
め
、
運

転
手
は

「降
車
し
た
と
思
い

込
ん
だ
」
と
供
述
。
他
の
2

人
は
男
性
が
い
な
い
こ
と
に

気
付
き
な
が
ら
、
保
護
者
へ

の
確
認
な
ど
を
怠
っ
た
。

貧
困
家
庭
な
ど

支
援
へ
初
会
合

　
　
　
　
　

名
古
屋
市

　
名
古
屋
市
は
22
日
、
貧
困

や
子
ど
も
の
発
達
障
害
な
ど

で
悩
み
を
抱
え
た
家
庭
へ
の
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都
心
大
雪

帰
宅
の
足
直
撃

首
都
圏
の
降
雪
量
が
増
え
て

い
る
」
と
分
析
す
る
。　
-

　
東
日
本
で
は
23
日
明
け
方

に
か
け
て
大
雪
と
な
る
見
込

る
と
、
週
末
の
27
日
ご
ろ
に

か
け
て
日
本
の
上
空
に
今
季

一
番
の
強
い
寒
気
が
流
れ
込

む
と
い
う
。
北
日
本
か
ら
北

と
、
首
都
高
速
道
は
22
日
午

後
、

一
部
区
間
で
不
通
が
生

じ
た
ほ
か
、
東
名
道
も
同
日

夕
、
東
京
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

03・3291.0655

 

と
、
飯
田
線
の
豊
橋

(愛
知
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